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一般質問（要旨）

議
員　

二
〇
一
九
年
に
本
県
で
開
催
さ

れ
る
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は

本
県
選
手
団
の
強
化
が
課
題
で
あ
る
が
、

本
大
会
の
成
功
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う

な
組
織
体
制
で
臨
み
、
選
手
強
化
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

平
成
二
十
六
年
度
、

障
害
者
団
体
な
ど
の
代
表
者
を
委
員
と

し
た
準
備
委
員
会
を
設
置
し
、
大
会
の

基
本
方
針
な
ど
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

県
内
の
大
学
や
競
技
団
体
な
ど
と
連
携

し
た
選
手
の
強
化
・
育
成
策
に
取
り
組

み
、
競
技
力
向
上
な
ど
を
図
っ
て
い
く
。

 

日
野
自
動
車
の
関
連
企
業
の
誘
致

議
員　

本
県
初
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の

進
出
と
な
る
日
野
自
動
車
古
河
工
場
の

立
地
の
効
果
を
県
全
体
に
波
及
さ
せ
る

た
め
、
関
連
企
業
の
誘
致
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

日
野
自
動
車
の
関
連
企
業
な
ど

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
き
め
細
か

な
投
資
動
向
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も

に
、
日
野
自
動
車
と
の
取
引
シ
ェ
ア
の

高
い
企
業
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
誘
致

活
動
を
行
う
ほ
か
、
産
業
用
地
の
確
保

な
ど
の
事
業
環
境
の
整
備
や
社
員
の
受

け
入
れ
環
境
の
充
実
に
取
り
組
む
。

 

涸
沼
周
辺
地
域
の
観
光
振
興

議
員　

涸
沼
は
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ

が
体
験
で
き
る
ほ
か
、
農
水
産
物
の
宝

庫
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
涸
沼
を
中
心

に
こ
れ
ら
の
魅
力
を
つ
な
げ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
涸
沼
と
そ
の

周
辺
地
域
の
観
光
振
興
策
は
。

商
工
労
働
部
長　

写
真
、
野
鳥
観
察
、

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
愛
好
家
団
体

へ
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
涸
沼
周
辺
地
域
の

楽
し
み
方
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
い
こ

い
の
村
涸
沼
を
拠
点
と
し
た
広
域
観
光

メ
ニ
ュ
ー
も
提

案
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
女

性
の
登
用
、
宿

泊
施
設
の
お
も

て
な
し
向
上
な

ど
も
質
問
）

 

若
年
者
の
就
職
支
援

議
員　

若
年
者
へ
の
就
職
支
援
は
極
め

て
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
県
と
し

て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

商
工
労
働
部
長　

国
と
の
共
催
に
よ
る

就
職
面
接
会
の
開
催
や
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
支
援
、
正
規
雇
用
促
進

の
た
め
の
大
卒
等
未
就
職
者
人
材
育
成

事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
新
た
に
処
遇

改
善
プ
ロ
セ
ス
支
援
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
若
年
者
の
定
着
率
の
向

上
に
つ
な
げ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
病

児
保
育
・
病

後
児
保
育
の

充
実
、
本
県

農
作
物
の
販

売
促
進
な
ど

も
質
問
）

 

県
西
地
域
活
性
化

議
員　

圏
央
道
と
日
野
自
動
車
を
核
と

し
た
新
た
な
産
業
拠
点
づ
く
り
や
東
京

直
結
鉄
道
地
下
鉄
八
号
線
の
茨
城
県
延

伸
、
Ｔ
Ｘ
と
常
総
線
の
相
互
乗
り
入
れ

な
ど
に
取
り
組
み
、
県
西
地
域
の
活
性

化
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

知
事　

産
業
拠
点
づ
く
り
の
た
め
、
地

元
市
町
の
産
業
基
盤
整
備
へ
の
支
援
や

企
業
誘
致
を
進
め
て
い
る
。
鉄
道
の
整

備
構
想
に
つ
い
て
は
、
地
元
市
町
と
と

も
に
調
査
・
研
究
を
進
め
、
今
後
の
対

応
を
検
討
し
な
が
ら
、
県
西
地
域
の
発

展
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

中
核
市
と
い
ば
ら
き
づ
く
り

議
員　

土
浦
市
・
つ
く
ば
市
の
合
併
は
、

報
道
が
先
行
し
課
題
や
期
待
が
な
い
ま

ぜ
で
あ
る
。
検
討
が
開
始
さ
れ
た
両
市

の
合
併
検
討
勉
強
会
な
ど
を
踏
ま
え
て

の
県
が
展
望
す
る
中
核
市
と
い
ば
ら
き

づ
く
り
に
つ
い
て
の
所
見
は
。

知
事　

本
県
の
都
市
で
は
、
教
育
、
文

化
な
ど
の
面
で
機
能
集
積
が
比
較
的
遅

れ
て
い
る
。
中
核
市
が
で
き
れ
ば
、
こ

れ
ら
の
機
能
を
身
近
で
享
受
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
人
口
流
出
を
防
ぎ
、
本
県

全
体
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な

が
っ
て
く
る
の
で
は
と
期
待
し
て
い
る
。

 

市
町
村
間
の
広
域
連
携

議
員　

平
成
の
大
合
併
の
検
証
結
果
や

地
方
制
度
調
査
会
の
答
申
を
受
け
た
国

の
動
向
を
踏
ま
え
、
県
と
し
て
市
町
村

の
広
域
連
携
推
進
に
ど
の
よ
う
に
関

わ
っ
て
い
く
の
か
。

総
務
部
長　

関
係
市
町
村
が
問
題
意
識

を
共
有
し
な
が
ら
連
携
に
つ
い
て
主
体

的
に
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

県
と
し
て
は
、
今
後
と
も
国
の
制
度
設

計
な
ど
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
情
報

提
供
や
助
言
を
行
い
な
が
ら
、
県
内
の

広
域
連
携
施
策
の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
少

子
化
対
策
と

女
性
の
活
躍
、

菅
生
沼
の
環

境
整
備
な
ど

も
質
問
）

議
員　

国
道
六
号
土
浦
バ
イ
パ
ス
は
重

要
な
幹
線
道
路
で
あ
り
、
四
車
線
化
に

よ
り
、
生
活
利
便
性
の
向
上
と
地
域
産

業
振
興
の
支
援
が
期
待
さ
れ
る
。
四
車

線
化
の
進
捗
状
況
は
。

土
木
部
長　

平
成
二
十
五
年
度
は
、
桜

川
橋
の
上
部
工
事
や
常
名
高
架
橋
の
下

部
工
事
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
県

で
は
、
平
成
二
十
八
年
度
に
四
車
線
化

が
確
実
に
達
成
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続

き
、
国
に
強
く
働
き
か
け
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
観

光
情
報
発
信

力
の
強
化
と

観
光
資
源
開

発
、
消
防
団

員
の
確
保
と

処
遇
改
善
な

ど
も
質
問
）

稲葉　貴大 議員
無 　 所 　 属
古 河 市 選 出

一括方式

国
道
六
号
土
浦
バ
イ
パ
ス
の

四
車
線
化

八島　功男 議員
公 　 明 　 党
土 浦 市 選 出

一括方式

荻津　和良 議員
いばらき自民党
東茨城郡南部選出 

一括方式

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

本
県
開
催
に
向
け
て
の
対
応

神達　岳志 議員
いばらき自民党
常 総 市 選 出  

分割方式

　

県
出
資
団
体
は
、
県
行
政
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
、
県
民
生

活
に
深
い
関
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま

す
が
、
経
営
状
況
の
悪
化
や
自
立
的
経
営
が
十
分
な
さ
れ
て
い
な

い
な
ど
、
多
く
の
問
題
も
顕
在
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

県
議
会
と
し
て
も
、
県
出
資
団
体
等
の
抜
本
改
革
や
保
有
土
地

対
策
を
「
県
財
政
の
健
全
化
」
の
視
点
か
ら
検
討
を
行
い
、
財
政

運
営
の
あ
り
方
も
含
め
、
出
資
団
体
数
の
削
減
目
標
や
保
有
土
地

の
処
分
な
ど
に
つ
い
て
提
言
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
こ
で
、
提
言
し
た
各
数
値
目
標
の
達
成
、
改
革
の
進
捗
状
況

及
び
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
調
査
検
討
を
行
う
た
め
、
三
月

二
十
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、「
県
出
資
団
体
等
調
査
特
別
委
員

会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
委
員
構
成
は
十
四
名
で
、
次
の
と
お
り

で
す
。

二
つ
の
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た

「
県
出
資
団
体
等
調
査
特
別
委
員
会
」

委
員
長　
　

西
條　
　

昌
良

副
委
員
長　
　

藤
島　
　

正
孝

委　
　

員　
　

海
野　
　
　

透

　
　

〃　
　
　

田
山　
　

東
湖

　
　

〃　
　
　

細
谷　
　

典
幸      

　
　

〃　
　
　

常
井　
　

洋
治      

　
　

〃　
　
　

西
野　
　
　

一

　

委　
　

員　
　

石
塚　

仁
太
郎

　
　

〃　
　
　

先
﨑　
　
　

光

　
　

〃　
　
　

加
藤　
　

明
良

　
　

〃　
　
　

長
谷
川　

修
平

　
　

〃　
　
　

半
村　
　
　

登

　
　

〃　
　
　

八
島　
　

功
男

　
　

〃　
　
　

大
内　

久
美
子      

　

本
県
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
、
平
成
十
四
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少

し
て
お
り
ま
す
が
、
振
り
込
め
詐
欺
を
は
じ
め
と
し
た
特
殊
詐
欺

の
被
害
額
が
平
成
十
五
年
以
降
で
最
悪
に
な
っ
た
ほ
か
、
自
動
車

盗
に
つ
い
て
は
、
十
万
人
あ
た
り
発
生
件
数
で
全
国
ワ
ー
ス
ト
一

位
で
あ
り
、
児
童
虐
待
や
ス
ト
ー
カ
ー
事
案
、
配
偶
者
か
ら
の
暴

力
事
案
が
増
加
傾
向
に
あ
る
な
ど
、
犯
罪
に
対
す
る
県
民
の
不
安

感
を
根
本
的
に
解
消
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
県
民
が
安
全
・
安
心
を
真
に
実
感
で
き
る
よ
う
、

こ
れ
ら
の
防
犯
対
策
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討

す
る
た
め
、
三
月
二
十
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、「
安
全
・
安
心

を
実
感
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
を
設

置
し
ま
し
た
。
委
員
構
成
は
十
四
名
で
、
次
の
と
お
り
で
す
。

「
安
全
・
安
心
を
実
感
で
き
る

地
域
づ
く
り
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」

委
員
長　
　

白
田　
　

信
夫

副
委
員
長　
　

石
田　
　
　

進

委　
　

員　
　

石
川　
　

多
聞

　
　

〃　
　
　

葉
梨　
　
　

衛

　
　

〃　
　
　

小
川　
　

一
成

　
　

〃　
　
　

川
津　
　
　

隆      

　
　

〃　
　
　

本
澤　
　
　

徹      

委　
　

員　
　

石
井　
　

邦
一

　
　

〃　
　
　

神
達　
　

岳
志

　
　

〃　
　
　

宮
﨑　
　
　

勇

　
　

〃　
　
　

鈴
木　
　
　

将

　
　

〃　
　
　

設
楽　

詠
美
子

　
　

〃　
　
　

飯
田　
　

智
男

　
　

〃　
　
　

高
崎　
　
　

進      

国道６号土浦バイパスの
四車線化工事（土浦市）

観光振興が期待される涸沼 就職面接会の様子

ＴＸとの相互乗り入れが
望まれる常総線


